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事案の概要
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　働きに出ている妻の帰宅が遅くなることが急に増えたため，不審に思った依頼
者は妻のスマホを覗いたところ，職場の若い男性と複数回ラブホテルに行ったこ
とが判明しました。
　相手の男性に対して，何とかケジメをつけさせたいということで相談に来られ
ました。 

解 決 結 果

　相手方の自宅が不明であったこと，素性もハッキリせずこのまま相手が職場を
辞める可能性があるとのことだったので，直ちに相手の職場に本人限定受取とい
う形で内容証明を発送しました。
　相手方に弁護士が就任し，交渉を継続し，今後は一切妻と会わないことを認め
させた上で，50万を一括で支払ってもらう内容で合意が成立しました。

担当弁護士からひとこと 　　 

　相手の収入が少なく，不貞の期間もひと月足らずであること，こちらが離婚す
るつもりはないという事情もあったため，裁判になっても100万円を超えるよ
うな多額の慰謝料は認められにくい事案でした。
　依頼者の気持ちとしても，ケジメとして相手に警告したいという意味合いの強
い事案でしたので，自宅が不明の中，内容証明をなんとか相手に受け取らせたい
との考えから，直ちに内容証明を職場に送付することとしました。
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